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紹
　
介

島
津
忠
夫
著

『平
家
物
語
試
論
』

中
　
本

　

　

大

平
成
九
年
二
月
、
武
庫
川
女
子
大
学
を
退
休
さ
れ
た
島
津
忠
夫
先
生
は
、
続

け
ざ
ま
に
著
書
を
上
梓
さ
れ
た
。
準
備
周
到
の
お
人
柄
、
当
然
の
こ
と
と
は
い

え
、
そ
の
幅
広
い
業
績
を
改
め
て
振
り
返
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、
誠
に
幸
甚

で
あ
っ
た
。
平
成
九
年
七
月
刊
行
の

『平
家
物
語
試
論
』
も
、
そ
の
中
の
一
書

で
あ
る
。

お
よ
そ
中
世
文
学
研
究
者
で
、
軍
記
、
就
中

『平
家
物
語
』
に
興
味
を
抱
か

な
い
も
の
は
皆
無
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
我
々
を
誘
慕
す
る

『平
家
物
語
』

で
あ
れ
ば
、
毎
年
数
多
く
の
論
文
が
世
に
問
わ
れ
、
優
れ
た
研
究
業
績
が
蓄
積

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
島
津
氏
は
佐
賀
大
学
在
任
中
、
旧
小
城

鍋
島
家
の
蔵
書
で
あ
る
、
小
城
本

『平
家
物
語
』
十

一
冊
と
の
避
遁
を
直
接
の

契
機
と
し
て
、
以
来

『平
家
物
語
』
を
考
究
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

今
日
の
軍
記
研
究
の
趨
勢
は
、
島
津
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「原
本
」
を

想
定
し
、
「
い
わ
ば
そ
の
一
つ
の
本
文
の
幻
を
探
り
出
そ
う
と
す
る
試
み
」
（本

書
七
十
頁
）
か
ら
離
れ
て
、
「現
実
に
存
在
す
る
形
で
、
そ
の
文
学
性
を
読
み
取

ろ
う
と
す
る
」
（同
右
）
方
向
に
移
っ
て
来
て
お
り
、
そ
の
中
で
延
慶
本
を
始
め

と
す
る
諸
本
の
中
か
ら
、
古
態
と
思
わ
れ
る
要
素
を
比
較
検
討
、
吟
味
し
て
い

く
、
と
い
う
方
法
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
島
津
氏
は
今
日

的
な
研
究
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
「諸
本
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
相
互
に
複
雑

な
影
響
を
重
ね
て
成
立
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
存
本
の
書
写
の
段
階
、
成

立
の
段
階
な
ど
を
慎
重
に
考
慮
に
置
い
た
上
で
、
動
か
ぬ
事
実
と
諸
氏
の
推
定

の
部
分
を
分
け
て
吟
味
し
、
細
か
く
古
態
を
追
及
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

『原

「平
家
物
語
ヒ

の
作
者
の
意
図
を
探
っ
て
見
る
こ
と
が
や
は
り
重
要
な
課

題
で
あ
る
」
（同
右
）
と
す
る
立
場
か
ら
、
『平
家
物
語
』
の
原
態
に
迫
る
の
で

あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
「諸
本
に
よ
っ
て
大
き
く
動
い
て
い
る
部
分
と
、
ほ
と
ん

ど
動
い
て
い
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
」
（本
書
三
十
頁
）
を
踏
ま
え
、
動
い
て
い

る
部
分

（「祗
王
説
話
」
等
）
だ
け
で
は
な
く
、
コ
原

（「平
家
物
語
じ
』
の
時

点
か
ら
ほ
と
ん
ど
根
本
的
に
は
動
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
」
（同
右
）
題
材
・

詞
章

（「教
訓
状
」
「峰
火
の
沙
汰
」
等
）
を
も
考
察
の
対
象
と
し
て
重
視
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
氏
の
論
考
の
中
で
、
意
見
の
分
か
れ
る
の
は
長
門
本
の

位
置
付
け
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
個
々
の
結
論
の
詳
細
は
省
略
す
る
。

長
門
本
と
の
対
比

（本
書
十
四
他
）、
『新
猿
楽
記
』
受
容
の
問
題

（同
十
三
）、

そ
し
て
世
阿
弥
作
能
の
典
拠

（同
十
五
）
等
を
考
察
す
る
際
に
提
起
さ
れ
る
『源

平
盛
衰
記
』
に
関
わ
る
問
題
も
重
要
で
あ
る
。
『源
平
盛
衰
記
」
研
究
は
、
二
種

の
校
注
本
の
刊
行
、
黒
田
彰
氏
の
一
連
の
考
察
、
岡
田
三
津
子
氏
に
よ
る
成
費

堂
文
庫
本
の
報
告
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
成
立
や
影
響
力
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、

更
に
議
論
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
私
も
以
前
、
大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵

『咸
陽
宮
』
絵
巻
が
、
冒
頭
、
『古
文
真
宝
』
後
集
に
収
め
ら
れ
る
名
文

「過
秦

論
」
に
よ
っ
て
大
国
秦
の
歴
史
を
叙
述
し
た
後
、
数
あ
る

『平
家
物
語
』
諸
本

の
中
で
、
『源
平
盛
衰
記
』
所
収
の
記
述
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
絵
巻
成
立
時
点
、
『源
平
盛
衰
記
』
は
唐
土
の
詩
文
と
も
並
び
得

る
歴
史
叙
述
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
視
点
に
注
目
す

る
と
、
前
掲
の
世
阿
弥
作
能
と
の
関
係
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
小
城
本

『平
家
物
語
』
の
解
題

（同
十
二
）
及
び
、
筑
紫
路
に
伝

わ
る
平
家
伝
説
に
関
す
る
考
察

（同
十

一
）
は
発
表
時
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

本
書

「あ
と
が
き
」
で
、
氏
は

「本
書
は
、
和
歌

・
連
歌
を
専
攻
す
る
私
の



『平
家
物
語
』
に
つ
い
て
の
、
ま
さ
し
く
試
論
で
あ
る
。
」
と
謙
遜
さ
れ
る
。
し

か
し
、
『平
家
物
語
』
に
対
峙
し
て
も
島
津
氏
の
姿
勢
は
冷
徹
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、
問
題
意
識
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
な
い
こ
と
が
本
書
の
題
目
に

「試
論
」
と

付
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
巻
末
に
は
丁
寧
な
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。
（平
成

九
年
七
月
刊
　
汲
古
書
院
　
一二
〓

一頁
　
定
価
八
、
五
〇
〇
円
）

―
―
立
命
館
大
学
助
教
授
―
―




